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はじめに 


iStorage NS シリーズに Microsoft iSCSI Software Target を導入することで、 NAS としての利用だけでなく 
ブロックストレージデバイスとしての利用も可能になります。 

本手順書では、 Windows Storage Server 2008 R2 搭載の iStorage NS シリーズに Microsoft iSCSI Software 
Target 3.3 をインストールして iSCSI Target サーバーとして利用する際の手順について説明します。 


本手順書で使用する用語 


用語 

説明 

iSCSI Target サーバー 

Microsoft iSCSI Software Target がインストールされているサ 

ーバー （iStorage NS シリーズ）。 

iSCSI initiator サーバー 

iSCSI initiator が搭載されているサーバー。 

仮想ディスク 

iSCSI Target により作成•管理される VHD (Virtual Hard Disk ) 

形式のファイル 。 iSCSI initiator サーバーではローカルデイス 

クとして扱うことができる。 

iSCSI Target グループ 

1つまたは複数の仮想ディスクを 、 iSCSI Initiator から利用可 

能としたもの。 

スナップショット 

仮想ディスク上のフォルダ/ファイルに対する、ある時点で 

の一時コピー。 

に N 

iSCSI Target グループまたは iSCSI initiator サーバーの識別 

子。 

MPIO 

ネットワークパスを冗長化する技術。 
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1 機能概要 


1.1iSCSI の概要 

ローカルの SCSI デバイスへアクセスするには、 SCSI コマンドを使用します。 

iSCSI (Internet Small Computer Systems Interface) では、 SCSI コマンドを TCP/IP プロトコルに包み込 
んでネツトワークに転送し、リモートにあるストレージデバイスへのアクセスを実現します。 

これにより、統合された記憶域の実装や集中管理が容易になります。 


• iSCSI Target 

iSCSI Target は、 iSCSI initiator サーバーに記憶域を提供します。 

• iSCSI initiator 

iSCSI initiator は、 iSCSI Target によつて提供されるリモートの記憶域をローカルドライブと同等 
にアクセスできる機能を提供します。 Windows Server 2008 な降の Windows OS には標準で 
Microsoft iSCSI initiator が含まれています。 


し 


( イニシエータに割り当て'^ 
る仮想ディスクを作成す 
る。ターゲットでは VHD 
ファイルとして作成する 


\ \ 

\ 、 


iSCSI initiator Y ーバ \ 


ローカル 

ディスク 


仮想 

ディスク 


イニシエータでは VHD ファ 
イルが 口一カ ル デイ スクと 
して表示される 


iSCSI Target サーバ 


iSCSI initiator サーバ 


ローカル 

ディスク 


^ ~づ 

仮想 

ディスク 



イニシエータでは VHD ファ 
イルが ローカルデイ スクと 
して表示される 
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Microsoft iSCSI Software Target のコンポーネント 


• Microsoft iSCSI Software Target - iSCSI Target グループや仮想ディスクの作成および管理、仮 
想ディスクに対するスナップショットの作成および復元を行います。 

• Volume Shadow Copy Service (VSS) Hardware Provider - VSS Hardware Provider を iSCSI 

initiator サーバーにインストールすると、 VSS サービスと連携して、アプリケーションとして整 
合性のある仮想ディスクのスナップショットを提供できるようにします。 

• Virtual Disk Service (VDS) Hardware Provider - VDS Hardware Provider を iSCSI initiator サ 

ーバーにインストールすると、 VDS 対応のアプリケーションで仮想ディスクを管理できるように 
します。 

• High Performance Computing (HPC) Provider - 64 ビット Windows Server プラットフオーム 
で、 Microsoft High Performance Computing ( HPC ) サーバー用の iSCSI 起動ディスクを準備でき 

るようになります。 

• Windows PowerShell コマンドレット - タスクの自動化を支援します。 Windows PowerShell 
ヘルプに アクセスす るには、 Windows PowerShell コマンドプロンプトウィンドウから [ get - help ] 
と入力します。 

[ f 注意 

iStorageNS 上で iSCSI initiator を動作させる場合、自身の iSCSI Target グループにはアクセス 
できません。 
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2 システム環境 

ここでは、 Microsoft iSCSI Software Target 3.3 の動作環境、諸元などシステム環境について説明します。 

2.1 動作環境 


Microsoft iSCSI Software Taraet 3.3 の動作環境をな下に示します。 


• ハ'ドウ エア 

iStorage NS シリーズ 

• OS 

Windows Storage Server 200 8 R2 

2.2 諸元 


基本構成 


項 g 

最大数 

コメント 

j iStorage NS に作成可能な iSCSI 
Target グループ数 

256 


iStorage NS 1 台あたりの仮想デ 

ィスク数 

256 


iSCSI Target グループごとの仮想 

ディスク数 

128 


仮想ディスクごとのスナップシ 

ョット世代数 

512 

仮想ディスクが存在するターゲットの 

ローカルボリュームは最大 512 スナッ 

プショットが作成可能（ファイル共有 

ボリュームとして利用する場合、 64 ス 

ナップショットを含む)。 

iStorage NS 1 台あたりのローカ 

ルマウント可能な仮想ディスク 

またはスナップショット 

32 


MPIO パス 
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仮想ディスク 


項目 

最大数 

コメント 

仮想ディスクの最大サイズ 

16 TB 



2.3 制限事項 

• Microsoft iSCSI Software Target 3.3 の iSCSI 接続に N にチーミングを使用しないでください。 

• iSCSI 接続用に複数の N にを使用する予定がある場合は、個々にサブネットを分け、 IP アドレスを 
設定し、 MPIO を実装してください。 

• クラスタシステムにて iSCSI initiator を利用する場合、 MPIO はサポートされません。 

徽注意 

上記のクラスタシステムは、 Windows Server Failover Cluster を指しています。 
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2.4 ネットワーク構成 

iSCSI Target サーバーと iSCSI initiator サーバーの接続ホ式には、シングルパスおよびマルチパスがあり 
ます。複数 KMC を使用して iSCSI 接続を行う場合はマルチパス / lO ( MPIO ) を使用する必要があります。 
運用形態および信頼性を考慮した上で、いずれかを選択してください。 


【シングルパス構成例】 


パブリック LAN 


iSCSI 専用 LAN 


謂 

目 

KMC 


KMC 


iSCSI initiator サーバ 




N に 


iSCSI Target サーバ 


徽注意 

iSCSI initiator サーバーと iSCSI Target サーバーとの 間の通信には自動プライベート IP アド 
レス指定 （169.254.X.X) を使用しないでください。 
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2.5 セキュリティ 


Microsoft iSCSI Software Target は、 iSCSI initiator と iSCSI Target の間で転送されるデータのセキュリテ 
ィを確保するために、暗号化と認証の両方をサポートしています。 

暗号化 (IPsec) _ 


Microsoft iSCSI Software Target では、インターネットプロトコルセキュリティ ( IPSec ) を使用してデ 
ータを暗号化しています。 

認証 （ CHAP 認証およびリバース CHAP 認証） 

Microsoft iSCSI Software Target では、 CHAP 認証とリバース CHAP 認証を使用できます。既定では、 
CHAP 認証もリバース CHAP 認証も有劾になっていません。必要に応じて有効にすることが可能です。 
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3 敦化 


3-1 設定の流れ 


2 . 

3. 

4. 

5. 

6 . 
7. 


iStorage NS に Microsoft iSCSI Software Target をインストールする 

iStorage NS でファイアウォールを設定する 

iStorage NS で iSCSI 接続に使用する KMC を選択する 

iStorage NS で iSCSI Target グループを作成する 

iStorage NS で iSCSI Target グループ用の仮想ディスクを作成する 

iSCSI initiator サーバーに iSCSI ハードウェアプロバイダをインストールする 

iSCSI initiator サーバーで iSCSI initiator の設定を行い、ターゲットにログオンする 


本手順書で使用する環境 


IP アドレス： 192.168 .1.11 


iSCSI Target サーバ 


N に 



iStorage NS シリーズ 

Windows Storage Server 200 8 R2 
サーバーぶ： iscsi-target 


IP アドレス： 192.168 .1.12 


iSCSI initiator サーバ 


KMC 


m 


Express 5800シリーズ 


Windows Server 2008 
サーバーぶ： iscsi-client 


• iSCSI 接続はシングルパスとする 

• インターネット記憶域ネームサービス (iSNS) は使用しない 

• iSCSI Target サーバーおよび iSCSI initiator サーバーの識別子の入力時には、 IP アドレスを 
使用する 

• iSCSI initiator サーバーの起動時に iSCSI Taraet グループに接続するよう設定する 
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3.2 iSCSI Target サーバーの設定 

3-2.1 Microsoft iSCSI Software Target のインスト^ル 

K 下の手順で iStorageNS に iSCSI Target コンポーネントをインストールしてください。 

1. C :¥ NEC ¥ iStorageNS¥iSCSI の iscsitarget.msi をダブルクリックします。 

2. ウイザードが起動したら [ Next ] ボタンをクリックします。 
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3. [ End-User License Agreement ] 画面で、 [I accept the terms in the License Agreement ] のチェ 

ックボックスを有効にし、 [ Next ] ボタンをクリックします。 



4. iSCSI Target コンポーネントをインストールするフォルダを指定して、 [ Next ] ボタンをクリッ 
クします。 


思 Microsoft iSCSI Software Target Setup 


Destination Folder 

Click Next to in 曰 tall to the default fblder or dick Browse to choose another. 


Install Microsoft iSCSI Software Target to: 


|C:¥Progrann Files¥Microsoft iSCSI Software Targets 


Browse... 


Back || 


Next 


Cancel 
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5. 「Customer Experience Improvement Program 」 に参加するかどうかを決定し、 [ Next ] ボタン 
をクリックします。 


思 Microsoft iSCSI Software Target Setup 


Join the Customer Experience Improvement Program 


The program collects information about your hardware configuration and the Micros 曰 ft iSCSI 
Software Target without interrupting you. This helps Microsoft identify which features to 
improve. No information collected is used to identify or contact you. 

广 Join the Customer Experience Improvement Program 
(* lI don't want to join the program at this time ； 


Read more about the program at 

http: //go. microsoft. com/fv^'link/?linkid=52095. 


Back 

II Next I 

I 

Cancel | 


6. Microsoft Update を使用するかどうかを決定し、 [ Next ] ボタンをクリックします。 
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7. [ Install ] ボタンをクリックするとインストールを開始します。 



8. インストールが完了すると、下の画面が表示されますので、 [ Finish ] ボタンをクリックしま 
す。 
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引き続き、 Windows ファイアウォールの設定を行ってください。 


3-2.2 Windows ファイアウホ--ルの設定 

iStorage NS で、必要なネットワークトラフィックの通過を許可するように Windows ファイアウォールを 
設定します。次の表に、必要なポートの一覧を示します。 


ポートまたはアプリケーション 

説明 

TCP 3260 

Microsoft iSCSI Software Target サービス。このポー 

卜は 、 Microsoft iSCSI Software ターけ、 y 卜への主要な 

アクセスを提供します。 

TCP 135 

リモートプロシージャコール （ RPC )。 このポート 

は、コンポーネントオブジェクトモデル （ COM ) 通 

信に必要です。 

UDP 138 

NetBIOS データグラムサービス。 

%windir%¥System32¥Win ね rget.exe 

Microsoft iSCSI Software Target サービス。 

%windi r%¥System32¥WTStatusP roxy. exe 

Microsoft iSCSI Software Target の状態プロ キシ。 


設定は、管理者メニューの憐成] 一 [Windows ファイアウォール]にて行います。詳細は、 Windows フ 
ァイアウォールのヘルプを参照してください。 

職注意 

お客様の環境によっては、これらの設定はセキュリティホールとなる可能性がありますので、注 
意してご利用ください。 
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3-2.3 iSCSI 接続に使用する N に の選択 


iSCSI initiator サーバーとの通信に使用する KMC の IP アドレスを選択します。不必要な IP アドレスが有効 
になっていると、予期せぬ問題が発生する恐れがあるため、必ず使用する IP アドレスのみを有効にしてく 
ださい。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの [Microsoft iSCSI Software Target ] を右クリックして表示されるメニューから[プ 
ロパティ]をクリックします。 

3. [ネットワーク]タブで、 iSCSI 接続に使用しないすベてのネットワークアダプタのチェックボ 
ックスを無効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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3.2.4 iSCSI Target グル--プの作成 


iStorage NS に iSCSI Target グループを作成するには、下の手順に従ってください。 

徽注意 

1 つの iSCSI Target グループに 複数の iSCSI initiator サーバーからアクセス すると、仮想 デ 
ィスク 内の データが 破壊される恐れがあります。 クラスタシステムのようにほ CSI initiator サ 
ーバー 側で仮想 ディスクの 排他制御が行える環境を除いて 、1 つのほ CSITarget グループには 
1 をのほ CSI initiator サーバーからのみアクセス できる よう 設定してください。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target] をクリックします。 



2. 左ツリーの [iSCSI ターゲット]を右クリックして表示されるメニューから [iSCSI ターゲッ 
卜の作成]をクリックします。 
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3. iSCSI ターゲットの作成ウイザードの [ iSCSI ターゲット作成ウイザードへようこそ]画面で、 
[ 次へ ] ボタンをクリックします。 



4. [ iSCSI ターゲットの識別情報]画面で、 iSCSI ターけ、 y 卜ぶと説明（省略可）を入力して、[次 
へ ] ボタンをクリックします。 
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5. [ iSCSI ターけ、 y 卜の識別子]画面で、[詳細設定]ボタンをクリックします。 



6. [詳細な識別子]画面で[追綱ボタンをクリックします。 


註 a な3がモ 


f ま吊する就目 I 仔ことじ、がッドと適切む他を指ちします。 
就圳モの： 

がッド U 直 


お加 ( が ...] 漏集 ( を...」 肖 Ij 蹄 ( が」 


0 K I 叶池し」 
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[識別子の追加/編集]画面で[識別子の種剩を選択し、[値]の欄に適切なイニシエータの値 
を入力して、 [0 K ] ボタンをクリックします。本手順では [ IP アドレス]を選択します。 



磯注意 

IP ァドレスの他に、下の識別子も使用できます。 

• IQN 名 

iSCSI initiator サーバーのに N ぶ。本手順書の 「 3.3.2 iSCSI initiator の設定とターゲッ 

卜へのログオン 」 の項番2で確認することができます。 

• DNS ドメイン名 

iSCSI initiator サーバーの完全修飾ドメインぶ ( FQDN ) 

• MAC アドレス 

iSCSI initiator サーバーの MAC アドレス 
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8. [詳細な識別子]画面に、入力した値が追加されていることを確認して [0 K ] ボタンをクリック 
します。 



9. [ iSCSI ターゲットの識別子]画面で、吹へ]ボタンをクリックします。 

10. [ iSCSI ターゲットの作成ウイザードの完了]画面で、院了]ボタンをクリックします。 



引き続き 、 iSCSI Target グループ用の仮想ディスクの作成を行ってください。 
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3.2.5 iSCSI Target グル^プ用の仮想ディスクの作成 


iStorage NS に iSCSI Target グループ用の仮想ディスクを作成するには、 K 下の手順に従ってください。 


1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]を右クリックして表示されるメニューから[仮想ディスクの作成]を 
クリックします。 

3. 仮想ディスクの作成ウィザードの[仮想ディスクの作成ウィザードへようこそ]画面で、[次へ] 
ボタンをクリックします。 
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4. [ファイル]画面で仮想ディスクのファイルぶをフルパスで入力し、[次へ]ボタンをクリックし 
ます。 



5. [サイズ]画面で[仮想ディスクのサイズ]を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


巧想ディスウの巧巧ウィサード 


サイズ 

ボリュームで版想ディスウけま用する容量をおちします。 



現をのドライプの容量:： 

現をの空き領域： 

版想ディスウのサイス （ MB ) 域: 


く 前へ 把 ] 成 ■へ (が >」 单ャ ル」 
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6. [説明]画面で[仮想ディスクの説明]を入力し（省略可）、吹へ]ボタンをクリックします。 



7. [アクセス]画面で[追綱ボタンをクリックし、[ターゲットの追加]の一覧から仮想ディスク 
を割り当てる iSCSI Target グループを選択して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


坂想ディスウの巧巧ウィサード 


アウセス 

版想ディスウにアウだげきる iSCSI クーゲクトを规円します。ウラ加一巧巧または SAN 7ァイルシステ 
ムじアウたスできるようじするには、宮 iSCSI クーゲットのをおを！旨ちします。 



この版想ディスウにアウたスできる iSCSI ターゲット®: 



<fj^CP) I 诚 ■MID >」 辛 t シむレ」 
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8. [アクセス]画面で、[この仮想ディスクにアクセスできる iSCSI ターゲット]に選択した iSCSI 
Target グループが追加されていることを確認して [次へ] ボタンをクリックします。 

9. [仮想ディスクの作成ウイザードの完了]画面で、[完了]ボタンをクリックします。 



複数の仮想ディスクを iSCSI Target グループに割り当てる場合は、項番2から項番9を繰り返してくださ 

い。 

上で iSCSI Target サーバーの設定は完了です。引き続き、 iSCSI initiator サーバーの設定を行ってくだ 
さい。 
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3.3 iSCSI initiator サーバーの設定 


3.3.1 iSCSI ノ、'ー ドウエアプロノくイダのインスト ' ール 

VSS Hardware Provider と VDS Hardware Provider は、 iSCSI initiator サーバーからスナップショットお 
よび仮想ディスクを管理できるようにするために、 iSCSI initiator サーバーにインストールするソフトウェ 
アです。 iSCSI initiator サーバーに iSCSI ハードウェアプロバイダをインストールするには、な下の手順に 
従ってください。 

なお、 iSCSI ハードウェアプロバイダは、な下の 0 S に対応しています。 

• Windows Server 2008 x 64 

• Windows Server 2008 ( SP 1) x 86 

• Windows Server 2008 ( SP 1) x 64 

• Windows Server 2008 ( SP 2) x 86 

• Windows Server 2008 ( SP 2) x 64 

• Windows Server 200 8 R 2 

• Windows Storage Server 2008 x 64 

• Windows Storage Server 200 8 R 2 


1 .iSCSI initiator サーバーの環境に応じて、 EXPRESSBUILDER に格納されているな下のファイ 
ルをダブルクリックしてください。 

【64ビットの場合】 

¥ nasap ¥ iSCSI ¥ x 64 ¥iscsitarge に lient.msi 


【32ビットの場合】 

¥ nasap ¥ iSCSI ¥ x 86 ¥iscsitarge に lient.msi 
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2. Microsoft iSCSI Software Target Client Setup ウイザードの [Welcome to the Microsoft iSCSI 


Software Target Client Setup Wizard] 画面で、 [Next] ボタンをクリックします。 



3. [End-User License Agreement] 画面で [I accept the terms in the License Agreement ] をチェ 


ックして、 [Next] ボタンをクリックします。 


j 量 Microsoft iSCSI Software Target Client Setup Wizard 


-Ini X| 


End-User License Agreement 

Please read the following license agreement carefully. 


PLEASE NOTE: The license terms that govern your use of Windows 
Storage Server 2008 R2. and the iSCSI Software Target also govern your 
installation and use of the Volume Shadow Copy Service (VSS) provider, 
the Virtual Disk Service (VDS) provider or the High Perform 曰 nee Computing 
(HPC) provider. The Hardware Providers are treated 曰 s "Device Sofb/j 曰 re" 
under those license terms. 


I ド I accept the terms in the License Agreement I 




< Back 1 Next > | 

Cancel | 
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4. [Type of Installation] 画面で、すべてをインストールする場合は [Typical] を、選択する場合は 
Custom] を選んで [Next] ボタンをクリックします。 
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5. Custom] を選択した場合 、 [Custom Setup] 画面でインストールしない Hardware Provider の 
アイコンをクリックして [Entire feature will be unavailable] を選択します。アイコンに [x] 印 
がついたら [Next] ボタンをクリックします。 
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6. [User Name and Password] 画面で iSCSI Initiator サーバーの管理者ユーザーぶと パスワード 


を入力して [Next] ボタンをクリックします。 



7. Microsoft アップデートを利用するかどうかを決定し、 [Next] ボタンをクリックします。 


j 量 Microsoft iSCSI Software Target Client Setup 


Configure Microsoft Update 

Use Microsoft Update to help keep your computer secure and up-tondatE. 


Microsoft Update offers security and important update 曰 for Windows 己 nd other Micro 曰 oft 
productSj including the Microsoft iSCSI Soft^-are Target Client. UpdatES are delivered using 
your Automatic Update 曰 settingr or you can visit the Microsoft Update け / eb site. 

毀 | I Use Microsoft Update when I check for updates {recommended). 

® (* lI don't want to use Microsoft Update.; 


See the Microsoft Update FAQ at http : //go. microsoft. conn/ffA'link/?LinkID=5 7191. 


Read the Microsoft Update Privacy Statement at 
http: //go. microsoft . の m/fWlink/?UnkID=57190. 




< Back || Nest > | 

Cancel | 
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8. [Install Microsoft iSCSI Software Target Client] 画面で [Install] ボタンをクリックします。 
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9. [Completing the Microsoft iSCSI Software Target Client Setup Wizard] 画面で [Finish ] ボタン 

をクリックします。 



CD-ROM を取り出し 、 iSCSI initiator の設定を行ってください。 
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3-3.2 iSCSI initiator の設定と夕 -- ゲットへのログホン 


本手順書では 、 Windows Server 2008 に標準でインストールされている iSCSI initiator での設定について 

記載します。 

1.iSCSI initiator サーバーで[スタート]一[管理ツール] 一 [iSCSI イニシエータ]をクリックし 
ます。 


職注意 


iSCSI initiator の サービスが 起動していない場合は 、 iSCSI initiator の サービスを 起動するメ ツセ 
ージが 表示されますので [ はい ] ボタンをクリツクしてください。 


Microsoft iSCSI 


2£l 


Microsoft iSCSI イニシ I ータサーピスは実行されていません。 iSCSI が正しく旣巧するためじ 
は、サ-むが剛がれている也要があります。サ-むを剛占して、玉ピュ-加起旣するた 
UCS 旣自うじ実行するよう構成しますか？ 


n： ….ほ c 可 yj....... : j| 一ぃぃ乏化）—! 


インターネット記憶域ネームサービス （ iSNS) のメッセージが表示されたら、 [ はい ] 、または[い 
いえ ] を選択します。 
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2. [ 全般 ] タブにイニシエータぶが表示されていることを確認します 。 iSCSI initiator サーバーの 
IQN です。 
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3. [探劍タブで [ポー タルの追加]ボタンをクリックし 、 iSCSI Target サーバーを追加します。 



4. [IP アドレスまたは DNS ぶ ] に iSCSI Target サーバーの IP アドレスまたは DNS 《を入力して、 
[ 詳細設定 ] ボタンをクリックします。本手順では IP アドレスを入力します。 
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5. [接続の設定]欄の[ローカルアダプタ]で [Microsoft iSCSI Initiator ] を選択し、[ソース IP ] で 
iSCSI Target サーバーと通信するための iSCSI initiator サーバーの IP アドレスを選択します。 
[0 K ] ボタンをクリックします。 



6. [ターゲットポータルの追加]画面に戻りますので [0 K ] ボタンをクリックします。 
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7. 項番 4 から項番 6 の設定が[ターゲットポータル]に追加されたことを確認します。 



8. [ターゲット] タブをクリックします 。 iSCSI Target グループのに N が表示され、状態が[非 
アクティブ]になっています。表示されていない場合は、原新の情報に更新]ボタンをクリッ 
クします。 
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9. 目的の iSCSI Target グループのに N を選択し、[ログオン]ボタンをクリックします。 


iSCSI イニシエータのブ n / f ティ 


をお I 探束クーヴット I お気に入りの夕-ゲット1ボリュ-ムげパイス I RADIUS 1 

ターヴットの記怕装置デバイスじアウ t スするじは、ターヴットを遇巧して[□クオ:/]を州ッウ 
してください。 

夕-ヴットのかッシヨ： A 巧情、 to よリデバイスの情卽を韋目写するには、 mm ] をウリッウしてく 
ださい。 

夕-ゲットの： 



mm □ウ寸 MU ... I 最巧の憎邮じ更巧(を I 


0 K 辛ル 迪用(が 


10. [ターゲットへの ログオン] 画面で、必要に応じてチェックボックスを有劾にします。本手順で 
は、 [コンピュータの 起動時にこの接続を自動的に復元する]のチ卫ックボックスを有劾にしま 
す。[詳細設定]ボタンをクリックします。 
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11. [接続の設定]欄で、 [ローカル アダプタ]を [Microsoft iSCSI Initiator ]、 [ソース IP ] を iSCSI 
initiator サーバーの IP アドレス、 [ターゲッ ト ポータル] を iSCSI Target サーバーの IP アド 
レスを選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



12. [ターゲットへのログオン] 画面に戻りますので、 [0 K ] をクリックします。 
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13. [接続完了]と表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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14. [ディスクの管理]で 、 iSCSI Target グループに割り当てた仮想ディスクが表示されていること 
を確認します。ここでは、ディスク2が仮想ディスクです。通常の手順に従ってボリュームの 
作成とフォーマットを行ってください。 

徽注意 

仮想デイスクをダイナミックディスクに変換することはできません。 



ジ《上で設定は終了です。 
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4 運用 


4.1 iSCSI Target サーバーの運用 


4.1.1 iSCSI Target グル^プの変更 

iSCSI Target グループのに N 、 ぶ 前 、 iSCSI Target グループにアクセスする iSCSI initiator サーバーの 変 
更、および iSCSI Target グループを削除する手順を記載します。 

職注意 

本項の操作を行う前に、変更する iSCSI Target グループへのアクセスを切断してください。切断ホ 
法については、 「4.2.1切断」 を参照してください。 


4.1.1.1 iSCSI Target グループの《前または IQN の変更 

徽注意 

• iSCSI Target グループのぶ前、に N が他と重複しないようにしてください。 

• iSCSI Target グループのぶ前、 IQN の変更後は 、 iSCSI initiator サーバーで接続設定を変更 
する必要があります。接続設定については、 「 4.2.2接続 」 を参照してください。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 
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2. 左ツリーの [iSCSI ターゲット] を展開し、変更する iSCSI Target グループを右クリックして 
[プロパティ]をクリックします。 



3. [全般]タブで必要に応じて iSCSI Target グループの《前、 IQN を変更して、 [0 K ] ボタンをク 
リックします。 
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4.1.1.2 iSCSI Target グループへ アクセス する iSCSI initiator サーバーの変 
更 


磯注意 

• 変更する iSCSI Target グループへのアクセスを切断してください。切断方法については、 

「 4.2.1切断 I を参照してください。 

• 1 つの ほ CSITarget グループに 複数のほ CSI initiator サーバーからアク七ス すると、仮 
想 ディスク 内の データが 破壊される恐れがあります。 クラスタシステムのように ほ CSI 
initiator サーバー 側で仮想 ディスクの 排他制御が行える環境を除いて、1 つの iSCSI 
Target グループには 1台のほ CSI initiator サーバーからのみアクセス できる よう 設定し 
てください。 


1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの [iSCSI ターゲット] を展開し、変更する iSCSI Target グループを右クリックして 
[プロパティ] をクリックします。 

3. [iSCSI イニシエータ] タブで、設定されている iSCSI initiator サーバーの識別子をクリックし 
て、[編集]ボタンをクリックします。 
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4. [識別子の追加/編集]画面で、変更先の iSCSI initiator サーバーの識別子の種類を選択して適切 
な値を指定します。ここでは[識別子の種剩で [ IP アドレス]を選択し、[値]の欄に変更先の 
iSCSI initiator サーバーの IP アドレスを入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 



5. 変更先の iSCSI initiator サーバーの IP アドレスが表示されていることを確認して [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 
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4.1.1.3 iSCSI Target グループの削除 


ここでは iSCSI Target グループの削除方法を説明します。なお 、 iSCSI Target グループを削除しても仮想 
ディスクは削除されません。 

職注意 

削除する iSCSI Target グループへのアクセスを切断してください。 

切断方法については、 「 4.2.1切断 I を参照してください。 

1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの [iSCSI ターゲット] を展開し、削除する iSCSI Target グループを右クリックして 
[ iSCSI ターゲットの削除]をクリックします。 



3. 削除の確認のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 
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4.1.2 仮想ディスクの変更 


4.1.2.1 仮^|ディスクのサイズの拡張 

仮想ディスクのサイズは、動的に増やすことができます。これによりデータが失われることはなく 、 iSCSI 
ターゲットを再起動する必要もありません。ただし 、 iSCSI initiator サーバーで 使用するには 、 iSCSI initiator 
サーバーでの 設定が必要です。詳細は 「 4.2.3仮想ディスクの追加 」 を参照してください。 

微注意 

• 拡張後に元のサイズに戻したり、サイズを小さくすることはできません。 

• iSCSI initiator サーバーでは、元のボリュームサイズが増えるのではなく、未使用領域が既 
存のボリュームの後ろに追加されます。 

• iSCSI initiator サーバーの OS が Windows Server 2008 降の場合は、ベーシックディス 
ク内のボリュームを拡張することができます。 

• iSCSI initiator サーバー上で、仮想ディスクをダイナミックディスクに変更することはでき 
ません。そのため、ダイナミックディスクでの[ボリュームの拡張]は行えません。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペインの[デバイス]から拡張する仮想ディスクを右 
クリックして、[仮想ディスクの拡張]をクリックします。 



44 



































3. [仮想ディスクの拡張ウィザードへようこそ]の画面が表示されたら、[次へ]ボタンをクリック 
します。 

4. [サイズ]画面で仮想ディスクに追加するサイズを指定して[次へ]ボタンをクリックします。 



5. [仮想ディスクの拡張ウィザードの完了]の画面で院了]ボタンをクリックします。 

徽注意 

仮想ディスクのサイズを変更した後に 、 [Microsoft iSCSI Software Target ] 画面に表示されるサイ 
ズが動的に更新されない場合があります。新しいサイズを表示するには、最新の情報に更新して 
ください。 
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4.1.2.2 他の iSCSI Target グループへの変更 


ある iSCSI Target グループに割り当てられている仮想ディスクを、他の iSCSI Target グループに変更する 
には、現在の iSCSI Target グループへの割り当てを解除し、新たに割り当てる iSCSI Target グループを指 
定します。下にその手順を説明します。 

徽注意 

• K 下の操作を行う前に、変更する iSCSI Target グループへのアクセスを切断してください。 

切断方法については、 「 4.2.1切断 」 を参照してください。 

• 1つの仮想ディスクを複数の iSCSI I Target グループに割り当てないでください。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target] をクリックします。 

2. 左ツリ^一の[デノくイス]をクリックし、右ペインの仮想ディスクの一覧から、グループを変更 



する仮想ディスクを右クリックして、 [プロパティ] をクリックします。 
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3. [ターゲットアクセス]タブで、変更元の iSCSI Target グループを選択し、[削除]ボタンをク 
リックすることで割り当てを解除します。 



4. が下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 
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5. [追綱ボタンをクリックし、変更先の iSCSI Target グループを選択して [0 K ] ボタンをクリッ 
クします。 



6. [0 K ] ボタンをクリックして、仮想ディスクのプロパティ画面を閉じます。 
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7. 右ペインの仮想ディスクの一覧で、変更した仮想ディスクの[アクセス元]が、項番 5 で選択 
した iSCSI initiator サーバーになっていることを確認します。 
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4.1.2.3 仮想ディスクのローカルマウント 


通常 、 iSCSI initiator サーバーで使用する仮想ディスクは 、 iSCSI Target サーバー上では1つの VHD 形式 

のファイルとして管理されています。そのため 、 iSCSI Target サーバーにて VHD 形式内のフォルダやファ 
イルを参照/編集したい場合には 、 iSCSI Target サーバーにてローカルマウントする必要があります。 

微注意 

• 仮想ディスクをマウントする前に、その仮想ディスクを使用している iSCSI initiator サーバ 
一からの アクセスを切断してください。 

切断ホ法については、 「 4.2.1切断 I を参照してください。 

• 仮想ディスクとその仮想ディスクのスナップシヨットを同時にマウントすることはできま 
せん。マウントを実行する前に、既存のマウントを解除してください。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペインの[デバイス]から、 ローカルに マウントする 
仮想ディスクを右クリックして[ディスクアクセス]を選択し、[読み取り/書き込みマウント] 
をクリックします。 
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3. が下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



4. iSCSI Target サーバーの[ディスクの管理]画面に仮想ディスクが追加されたことを確認しま 
す。 K 下の図では、ディスク2がマウントしたディスクです。 
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4.1.2.4 ローカルマウントした仮想ディスクのアンマウント 


徽注意 

マウントを解除する際には、仮想ディスクが使用されていないことを確認してください。使用中 
にマウントを解除すると、データが破壊される恐れがあります。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの [デバイス] をクリックし、右 ペインの[デバイス] から、 マウント 解除する仮想デ 
イスクを右クリックして [ディスクアクセス] を選択し、 [マウント 解除]をクリックします。 



3. な下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 
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4. 下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



マウント解除後は、ディスクの管理に表示されなくなります。 
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4.1.2.5 仮想ディスクの削除 

不要な仮想ディスクは削除することができます。ただし、本手順では、仮想ディスクへの割り当てが解除 
されるだけで、 VHD ファイルは削除されません。完全に削除する場合には、ローカルアクセスにて 、 VHD 
ファイルを削除してください。なお、 VHD ファイルは、インポートにより仮想ディスクとして再利用が可 
能です。 

[ f 注意 

仮想ディスクを削除する前に 、 iSCSI Target グループへのアクセスを切断してください。切断ホ 
法については、 「 4.2.1切断 I を参照してください。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペインの[デバイス]から、削除する仮想ディスクを 
右クリックして[仮想ディスクの削除]をクリックします。 
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3. 下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 
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4.1.2.6 VHD フアイルのインポート 

VHD ファイルのインポートを行うと、前使用していた VHD ファイルを仮想ディスクとして再利用する 
ことができます。なお、インポートにより作成した仮想ディスクを iSCSI initiator サーバーで使用するに 
は 、 iSCSI Target グループに割り当てる必要があります。 

1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペイン内で右クリックして表示されるメニューから、 
[仮想ディスクのインポート]をクリックします。 



3. [仮想ディスクのインポートウィザードへようこそ]画面が表示されますので、[次へ]ボタンを 
クリックします。 


56 



































4. [ファイル]画面で、インポートする VHD ファイルのパスを指定します。[追加]ボタンをクリ 
ックして直接入力するろ\または[参照]ボタンをクリックしてファイルを選択することもで 
きます。[次へ]ボタンをクリックします。 



5. [仮想ディスクのインポートウィザードの完了]画面が表示されたら、[完了]ボタンをクリック 
してウィザードを終了します。 

磯補足 

インポートした仮想ディスクを iSCSI Target グループに割り当てるには 、 [Microsoft iSCSI 
Software Target ] 画面でインポートした仮想ディスクを右クリックし、[ターゲットの割り当て/ 

削除]をクリックします。表示されるプロパティ画面の[ターゲットアクセス]タブで目的の 
iSCSI Target グループを選択してください。 
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4.1.3 iSCSI Target サ -- バ -- でのスナップショット 


iSCSI Target で仮想ディスクのスナップショットを作成する場合は、 Microsoft iSCSI Software Target 画面 

から行います。スナップショットは手動で作成することも、スケジュールを設定して自動で作成すること 
もできます。下の手順に従って作成およびスケジュール設定を行ってください。なお、 iSCSI Initiator サ 
ーバーでの仮想ディスクに対するスナップショットについては、各 iSCSI Initiator サーバーの説明書を参 
照してください。 

4.1.3.1 スナップショットで使用する記憶域の設定 

スナップショットが格納される場所は、明示的に定義しない限り、ボリュームシャドウコピーサービス 
( VSS ) によって自動的に選択されます。十分な空き容量が確保できないなどの問題が発生しないよう、ス 
ナップショットを作成する前に適切な記憶域の場所と最大サイズを設定してください。 

[ f 注意 

• 記憶域に設定するボリュームには、スナップショットの格納用として最低300 MB の空き 
領域（既定値）が必要です。 

• 他のファイルへのアクセスや容量増加などの影響を排他する目的で、スナップショットで使 
用する記憶域は、専用のボリュームに作成することをお奨めします。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 
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2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペインの[デバイス]からスナップショットを作成す 
る仮想ディスクを右クリックして、[プロパティ]をクリックします。 



3. [記憶域のスナップショット]タブをクリックし、スナップショットで使用する[記憶域ドライ 
ブ]と[記憶域の最大サイズ]を設定して [0 K ] ボタンをクリックします。 
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4.1.3.2 スナップショットの手動作成 


[Microsoft iSCSI Software Target ] 画面で、仮想ディスクのスナップショットを手動で作成する手順を説明 

します。スナップショットを作成していれば、仮想ディスクをスナップショット作成時点にロールバック 
できます。 

1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペインの仮想ディスクの一覧からスナップショット 
を作成する仮想ディスクを右クリックして、[スナップショットの作成]をクリックします。 



3. が下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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4. 作成されたスナップショットは、[アクティブなスナップショット]に表示されます。 
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4.1.3.3 スナップショットの自動作成のスケジュール 

スナップショットのスケジュールウィザードを使用してスケジュールを設定し、スナップショットを定期 
的に自動作成することができます。 

徽注意 

スナップショットの作成は、 CPU やディスク I / O 等のシステム負荷を考慮して、1時間 K 上の間 
隔を空けて作成することをお奨めします。 


1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[スナップショット]を展開し、[スケジュール]を右クリックして、[スケジュール 
の作成]をクリックします。 
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3. スナップショットのスケジュールウイザードの手順に従って設定してください。な下の項目 


を指定する必要があります。 

• アクションのスケジュール 

スナップショット作成を スケジュール するだけでなく、スナップショット作成時に iSCSI 
Target サーバーにローカルにマウン トするかどうかを指定できます。 

• 名前 

スケジュールの目的を識別するためのぶ前。たとえば、「全仮想ディスクー毎日」などで 
す。 


• 仮想ディスク 

スナップショットを作成する仮想ディスクを選択します。すべての仮想ディスクを含める 
ことも、個別に選択することもできます。 

• 頻度 

スナップショットを作成する頻度を指定します（日単位、週単位、月単位、1回限り）。 

• スケジュ’ール 

スナップショットを作成する日時（選択した頻度による）を指定します。日単位のスナッ 
プショットの作成は、毎日、平日のみ、または指定した日数ごとに実行できます。週単位 
のスナップショットの作成は、1週間な上の期間にわたり、特定の曜日に実行できます。 
月単位のスナップショットの作成は、1か月の中の特定の日、または特定のスケジュール 
(第1月曜日など）を決めて、毎月または選択した月に実行できます。 
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4. スケジュールの作成が完了すると、が下のように画面に表示されます。 



職補足 

繰り返し、継続時間など、より詳細な設定を行う場合は、作成したスケジュールのプロパティを 
開いて行ってください。 
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4.1.3.4 スナップ シヨ ッ トの ロールバック 


Microsoft iSCSI Software Target を使用すると、仮想ディスクを、ある時点の状態に戻す（ロールバック） 
ことができます 。 iSCSI Target サーバーでの ロール バックは仮想ディスク単位で行われます。 

磯補足 

iSCSI initiator サーバーで仮想ディスクのシャドウコピーを作成している場合は、クライアント 

から iSCSI initiator サーバーの共有フォルダにネットワーク経由でのアクセスにより、ファイル 

単位での口ールバックが可能です。 

職注意 

• ロール バックを実行する前に、その仮想ディスクを使用している iSCSI initiator サーバーから 
iSCSI Target グループへの接続を切断してください。また、仮想ディスクがマウントされて 
いる場合は、マウントを解除してください。 

• ディスクのロールバック時には、 temp フォルダ ( C :¥ WINDOWS ¥ Temp ) が使用されます。 

このフォルダには、差分データを格納するために十分な空き領域が必要です。十分な空き領 
域がなレ、場合口ールバックは停止し、仮想ディスクの内容は口ールバックされません。 

• ロール バックが成功すると、仮想ディスクのデータは、すべて該当時点のデータに置き換わ 
ります。 ロール バック操作の前のデータを保存する場合は、 ロール バックを実行する前にス 
ナップショットを作成してください。 


1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの[デバイス]をクリックし、右ペインの[デバイス]で、ロールバックする仮想デイ 
スクを右クリックして、[プロパティ]をクリックします。 
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3. [スナップショット]タブで、仮想ディスクを ロール バックするスナップショットをクリックし 
て[ロールバック] ボタンをクリックします。 



4. が下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 



5. な下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


[0 K ] ボタンでプロパティ画面を閉じます。 


Microsoft iSCSI Software Target 



侦想ディスウ 0 の□-ルバッウが正巧に剛おれました。この□ールパッウ刷拙 g 
を植5するじは、 ]> y -ル、ツリーの[デバイス]をウリツウして、 i 軒田パイ M こが態 
の I 博卽を表示します。 


2S1 


m 
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6. ロールバックの進行状況は 、 [Microsoft iSCSI Software Target ] 画面の左ツリーの[デバイス] 
をクリックして表示される仮想ディスクの一覧で確認できます。 



徽補足 

仮想ディスクのロールバックを中止するには、ロールバック中の仮想ディスクを右クリックして 
[ロールバックの中止]をクリックしてださい。 

it 注意 

進行中のロールバックは中止できます。ただし、ロールバックを中止すると仮想ディスクが認識 
されない状態になる恐れがあります。ロールバックの中止は、別のスナップショットからのロー 
ルバックが可能であるろ\ディスクをバックアップメディアから復元できる場合にのみ行ってく 
ださい。それな外の場合は、ロールバックを完了させることを強くお奨めします。 
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4.1.3.5 読み取り専用モードでのローカルマウント 


作成されたスナップショットは 、 iSCSI Target サーバーで読み取り専用のローカルディスクとしてマウン 
卜できます。 W 下にその手順を説明します。 

避注意 

• ジ^下の操作を行う前に、変更する iSCSI Target グループへのアクセスを切断してください。 

切断ホ法については、 「 4.2.1切断 」 を参照してください。 

• iSCSI Target サーバーにおいて、あるスナップショットをマウントする場合、そのスナッ 
プショットのソースである仮想ディスクと同時にマウントすることはできません。また、同 
じ仮想ディスクの世代が異なるスナップショットも同時にマウントすることはできません。 

そのスナップショットのソースである仮想ディスクまたは世代の異なるスナップショット 
がマウントされている場合は、マウントを実行する前に解除してください。 

1. [スタート]一[管理ツール] 一 [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. [スナップショット]を展開し、[アクティブなスナップショット]をクリックします。 

3. 右 ペインに て、読み取り専用で ローカルにマウント する スナップショッ トを右クリックして、 
[ディスクアクセス] を選択し、 [スナップショットのマウント] をクリック します。 
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4. 下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 



5. が下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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6. iSCSI Target サーバーの[ディスクの管理]画面に仮想ディスクが追加されたことを確認しま 
す。 K 下の図では、ディスク2がマウントしたディスクです。"読み取り専用"と表示されま 
す。 
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4.1.3.6 ローカルマウントしたスナップシヨットのマウント解除 


徽注意 

マウントを解除する際には、マウントしたスナップショットが使用されていないことを確認して 
ください。使用中にマウントを解除すると、データが破壊される恐れがあります。 

1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします 

2. 左ツリーの [スナップショット] を展開し、[アクティブなスナップショ ット] をクリックしま 
す。 

3. 右ペインでマウント解除する スナップショッ トを右クリックして [ディスクアクセス] を選択 
し、 [スナップショットの マウント解除]をクリックします。 



4. 下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 
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5. 


lil 下のメッセージが表示されたら、 [0K] ボタンをクリックします。 



マウント解除後は、ディスクの管理に表示されなくなります。 
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4.1.3.7 スナップショットの削除 

作成済みのスナップショットは、特定の状況（世代数、記憶域の最大サイズの超過）により古い順に自動 
的に削除されます。また、 W 下の手順で、手動で削除することもできます。 

1. [スタート]一[管理ツール]-> [Microsoft iSCSI Software Target ] をクリックします。 

2. 左ツリーの [スナップショット] を展開し、 [アクティブの スナップショ ット] をクリックしま 
す。右ペインで、削除するスナップショットを右クリックして、[スナップショットの削除]を 
クリックします。 



3. な下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 



選択したスナップショットが削除されます。 
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4.1.4 iSCSI Target でのバックアップ 


iSCSI Target をインストールしている iStorage NS 上では、バックアップソフトウェアを使用して、 

仮想ディスクのバックアップやリストアを行うことができます。 

ただし、バックアップやリストアを行う際は、な下の点に注意が必要です。 

• 仮想ディスク (VHD 形式ファイル）単位でバックアップ/リストアを行う場合、 iSCSI Initiator が仮 
想ディスクにアクセスしていないこと。また、 iStorage NS 上の iSCSI Target のサービスが停止 
している状態で行う必要があります。 

• 仮想ディスクを iStorage NS にてローカルマウントして仮想ディスク内のファイル単位でバッ 
クアップ/リストアを行う場合、 iSCSI Initiator サーバーがアクセスしていないこと。 

• iStorage NS では、 iSCSI Initiator からの I/O 要ホを処理しており、 iSCSI Initiator を含めたシス 

テムとして重要なワークロードを担っています。そのため、 iStorage NS に高負荷のワークロー 
ドを持たせてしまうと、 iSCSI Initiator サーバーのパフォーマンスに悪影響を与えてしまう可能性 
があります。このため、 iStorage NS 上でバックアップソフトウェアを実行する場合は、実行時 
間帯などに十分にご考慮レ、ただく必要があります。 
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4.2 iSCSI Initiator サーバーの運用 

ここでは、 Windows Server 2008の iSCSI Initiator サーバーの運用に関して説明します。 

4.2.1 切断 

仮想ディスクの構成変更時などで、 iSCSI Target グループへの接続を切断する必要が生じる場合がありま 
す。その場合は、 K 下の手順で iSCSI Target グループとの接続を切断してください。 

1.iSCSI initiator サーバーで [ スタート ] 一 [ 管理ツール ] 一 [iSCSI イニシエータ ] をクリックし 
ます。 

2. [ ターゲット ]タブをクリックし、切断する iSCSI Target グループのに N を選択して[詳綱 
ボタンをクリックします。 
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3. [セッション]タブの[このターゲットには次のセッションがあります]から、切断するパスを 
選択し、[ログオフ]ボタンをクリックします。 



4. [0 K ] ボタンをクリックして、 ターけ 、 y 卜のプロパティおよび iSCSI イニシエータのプロパテ 
ィ画面を閉じます。 

徽注意 

ログオン時に[コンピュータの起動時にこの接続を自動的に復元する]のチ卫ックボックスを有 
効にした場合は 、 iSCSI イニシエータのプロパティの[お気に入りのターゲット]タブに iSCSI 
Target グループのに N が登録され 、 iSCSI initiator サーバーの再起動時に自動的に接続されます。 
自動接続を削除する場合は、[お気に入りのターゲット]からこの接続を削除してください。 
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4.2.2 接続 


1 .iSCSI initiator サーバーで[スタート]一[管理ツール] 一 [iSCSI イニシエータ]をクリックし 
ます。 

2 . [ターゲット] タブをクリックします 。 iSCSI Target グループのに N が表示され、状態が[非 
アクティブ]になっています。表示されていない場合は、原新の情報に更新]ボタンをクリッ 
クします。 

3. 目的の iSCSI Target グループのに N を選択し、[ログオン]ボタンをクリックします。 
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4. [ターゲットへの ログオン] 画面で、必要に応じてチェックボックスを有劾にします。本手順で 
は、[コンピュータの起動時にこの接続を自動的に復元する]のチ卫ックボックスを有劾にしま 
す。[詳細設定]ボタンをクリックします。 



5. [接続の設定]欄で、[ローカルアダプタ]を [Microsoft iSCSI Initiator ]、 [ソース IP ] を iSCSI 
initiator サーバーの IP アドレス、 [ターゲッ ト ポータル] を iSCSI Target サーバーの IP アド 
レスを選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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6. [ターゲットへのログオン] 画面に戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


7. [接続完了]と表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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4.2.3 仮想ディスクの追加 


iSCSI initiator サーバーで使用可能な仮想ディスクの追加は 、 iSCSI Target で行います。追加方法について 
は、 「 3.2 iSCSI Target サーバーの設定 I または 「 4.1.2仮想ディスクの変更 」 を参照してください。ここ 
では 、 iSCSI initiator サーバーで行うべき手順や注意を記載します。 

• iSCSI Target サーバーで既存の iSCSI Target グループに新規の仮想ディスクを追加した場 
合は 、 iSCSI Initiator サーバーにて、追加した仮想ディスクのフォーマット、ボリュームの作 
成を行う必要があります。 

• 既存の仮想ディスクを拡張した場合は 、 iSCSI Initiator サーバーの[ディスクの管理]画面で、 
ボリュームの拡張を行ってください。詳細は iSCSI Initiator サーバーの OS のヘルプをご確 
認ください。 

• iSCSI Target サーバーで新規に iSCSI Target グループと仮想ディスクを作成した場合は、 
iSCSI Initiator サーバーにて、作成したグループへの接続設定を行う必要があります。本手順 
書の 「 4.2.2接続 」 を参照して、新たに作成した iSCSI Target グループに接続してください。 
その後 、 iSCSI Initiator サーバーにて、追加した仮想ディスクのフォーマット、ボリュームの 
作成を行ってください。 
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5 トラブルシューテイング 

本章では、 iSCSI Target サーバー、 iSCSI Initiator サーバーの設定および環境構築の際に発生した問題 
に対する確認のポイントや、 PP . サポートサービスに問い合わせる際に必要となるデータの採取ホ法につ 
いて説明します。 

5.1 確認のポイント 

iSCSI Target グループに接続できない場合は、下を確認してください。 

• ネットワークカードや HUB のランプが正常に点灯していることを確認してください。 

• ネットワークカードや IP アドレスの設定に間違いがないか確認してください。 

• ping コマンドを実行し、応答が返ってくることを確認してください。 

• ファイアウォールが正しく設定されていることを確認してください。 

• "Microsoft iSCSI Software Target " サービスが起動していることを確認してください。 

• CHAP 認証/リバース CHAP 認証を設定している場合は、パスワードが正しいことを確認してく 
ださい。 

• 他の iSCSI Initiator サーバーが同じ iSCSI Target グループにアクセスしていないことを確認して 
ください。 

• 仮想ディスクを作成しているディスクが、 iSCSI Target サーバーで認識されていることを確認し 
てください。 

• 仮想ディスクを作成しているディスクでエラーが発生していないことを確認してください。 

上記を確認後、ハードウェアや設定、 iSCSI Initiator サーバーに問題がない場合は、 [5.2 お問い合わせ] を 
ご確認いただき、 PP • サポートサービスにお問い合わせください。 
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5.2 お問い合わせ 


Microsoft iSCSI Software Target の設定ホ法や障害に関するお問い合わせは、 PP • サポートサービスにて 
受け付けております。なお、 Microsoft iSCSI Software Target 専用の PP . サポートサービスはございませ 
ん。 OS (Windows Storage Server 200 8) の PP • サポートサービスにてお受けします。 

お問い合わせいただく際は、下の情報をご提供ください。 

• 障害発生日時 

• 障害内容 

• 障害による影響 

• 障害が発生した際の手順/操作 
• 再現性/発生頻度 

• iSCSI Initiator をインストールしている OS バージョン 

• iSCSI Initiator をインストールしているハ'ードウエア情報 

• iSCSI Initiator のバージョン 

• Collect ログ 


下に、简 orageNS での Collect ログの採取方法を説明します。 

1 .iStorage NS にログオンします。 

2. エクスプローラを起動して、 

C :¥ ESM ¥ tool ¥ collect.exe 

を実行します。コマンドプロンプトが起動し、ログ採取が実行されます。 

数分経つと、ログ採取が終了してコマンドプロンプトが閑じられます。 

3. C :¥ ESM¥tool 配下に ¥log フォルダが作成され、その中に各種ログが作成されます。 

¥log フォルダごと採取し、圧縮してご提供ください。 

[ f 注意 

C:¥ESM 配下にも ¥log フォルダが存在していますので、お間違いのないようお願いいたします。 
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6 アンインストール 


6.1 Microsoft iSCSI Software Target のアンイン 

スト^ーノレ 

iStorage NS から Microsoft iSCSI Software Target をアンインストールする場合は、(下の手順で行ってく 
ださい。 


1. 简 orageNS の 管理者メニューで [プログラムと 機能]をクリックします。 



2. [プログラムと 機能]画面の [プログラムのアンインストール または変更]の一覧から、 

[Microsoft iSCSI Software Target ] を右クリックし、 [アンインストール] をクリックします。 

3. アンインストールの確認メッセージが表示された場合は、[はい]ボタンをクリックします。 
この後、アンインストール処理が行われ 、 iStorage NS から削除されます。 
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6.2 VSS/VDS Hardware Provider のアンインス 

トール 

VSS Hardware Provider と VDS Hardware Provider をアンインストールするには、な下の手順で行ってく 
ださい。なお、な下の手順では、 Windows Server 2008を例に記載しております。他の OS では、コント 
ロールパネル 内の [プログラムと 機能]にタホ応する機能を選択してください。 

6.2.1 全コンポ--ネントをアンインスト -- ルする場合 

1. コントロールパネルの[プログラムと 機能]を開きます。 

2. [Microsoft iSCSI Software Target Client ] を右クリックし、[アンインストール]をクリックし 
ます。 

3. アンインストールの確認メッセージが表示された場合は、[はい]ボタンをクリックします。 

この後、アンインストール処理が行われ、サーバーから削除されます。 

6-2.2 コンポ^ネントを個別にアンインスト^ルする場合 

1. コントロールパネルの[プログラムと 機能]を開きます。 

2. [Microsoft iSCSI Software Target Clien 口を右クリックし、陵更]をクリックします。 

3. ウイザードが起動しますので、 [ Next ] ボタンをクリックします。 
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4. Change ] ボタンをクリックします。 



5. 削除するコンポーネントのアイコンをクリックし 、 [Entire feature will be unavailable ] を選択 


し、 [ Next ] ボタンをクリックします。下図では VDS Hardware Provider をアンインストール 

します。 


思 Microsoft iSCSI Software Target Client Setup Wizard 


Custom Setup 

Select the way you want features to be installed. 


To change the way features will be installed^ dick the icons in the following tree. 



VSS Hardware Provider 

Enables VDS 七己 sed storage 

1 

|g，l 

1VD 日 Hardware Provider 

management applications to 

1 


回 Will be installed on the local hard disk drive. 

因目 Entire feature will be installed on the local hard disk drive. 


X Entire feature will be unavailable. 

hard disk drive. 



< Back 1 

1 Next > 1 

Cancel | 
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6. Change ] ボタンをクリックします。 



7. アンインストールが完了すると、が《下の画面が表示されますので、 [ Finish ] ボタンをクリック 
します。 



K 上でアンインストールは終了です。 
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